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図5:Tc'(+)､T*(○)､TmK(□)の面内ホール濃度依存性｡
また図にはARPES(◆[4】,▼【6】)､面内電気抵抗(▲)､帯
磁率 (■)【201で異常が観測される温度も表示してある｡
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本研究のNMR測定に用いたBi2212
単結晶を提供して頂いた東大工の中
山有理､下山浮､岸尾光二各氏 (un-
derdope､overdope試料)､および筑
波大の門脇和男､金材研の茂筑高士両
氏(optimaly-dope試料)に感謝致し
ます｡また日頃から有益な助言を頂い
ている成清修､三宅和正､鄭国慶､朝
山邦輔各氏に感謝致します｡本研究の
一部はCOE(10CE2004)の援助によ
り行われた｡また著者のうち徳永は
日本学術振興会の特別研究員として
援助されておりここに感謝の意を表
します｡
｢強結合超伝導 -pseudogapを中心として-｣
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